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宝島 200

喜界 2,100

平土野 2,000

新知名 19,100

与論 2,210
新与論 5,600

竜郷 60,000
名瀬 21,000 新喜界

12,600

古仁屋 4,750

新徳之島 21,000

亀津 7,500

悪石島 110

平島 110

口之島 150

中之島 200

諏訪之瀬島 160

小宝島 110

新小倉
1,800,000

山川 30,000

硫黄島 300
口永良部島 400

新種子島
24,000

黒島 240

種子島第一
16,500

竹島 190

岩屋戸
51,100

大平 500,000

小丸川 1,200,000

上椎葉
93,200　　　　

塚原 63,050

諸塚 50,000

川内
1,000,000

川内原子力
1,780,000

大霧 30,000
大淀川第二 71,300

苓北 1,400,000

甑島第一
14,250

大淀川第一
55,500

一ツ瀬 180,000

豊玉 42,000

小呂島 290   

豊前 ディーゼル3,600   

新壱岐 24,000

唐津
875,000

玄海原子力
3,478,000

新有川
60,000

相浦
875,000

天山 600,000

大牟田
3,000

松浦 700,000

佐須奈 5,100

福江第二
21,000

宇久 3,000

芦辺 
16,500

厳原 8,600

新大分
2,295,000

大岳
12,500

  735,000

豊前 1,000,000

松原 50,600

柳又
63,800

八丁原 110,000
八丁原バイナリー 2,000

滝上
27,500

苅田

甑島 250

野間岬
3,000

水力発電所（5万kW 以上）
揚水発電所
火力発電所
原子力発電所
地熱発電所
内燃力発電所
風力発電所
太陽光発電所
主要変電所、開閉所
50万Ｖ送電線
22万Ｖ送電線
他社設備
発電所の数値は出力（ｋW）を示す

凡 例

奄美大島

喜界島

徳之島

沖永良部島

与論島

ト
カ
ラ
列
島

奄
美
群
島

至中国電力
対
馬

壱
岐

種
子
島

屋
久
島

主要供給設備
（2013年3月末）

　九州電力グループは、当社、子会社57社及び関連会社29社※で構成されています。
　当社グループの事業は「電気事業」「エネルギー関連事業」「情報通信事業」及び「その他の事業」から
なり、当社はグループの中心として一般電気事業を営んでいます。
　当社グループの事業領域については、「環境にやさしいエネルギー事業」をコア事業として設定する
とともに、「情報通信事業」、「環境・リサイクル事業」、「生活サービス事業」などの「社会・生活サービス
事業」を設定しています。※2013年3月31日現在

九州電力の事業

海外におけるエネルギー事業
（2012年度）

■ IPP事業（実施中）　■ IPP事業（検討中・準備中）　■ コンサルティング・環境関連事業（年度内実施分を全て含む）　■ 電気事業（実施中）

タイ：タイ地方電力公社（PEA）
高圧訓練センター
コンサルティング

インド：再生可能エネルギー開発
【出力50万kW程度】

中国：広州供電局社員研修支援
コンサルティング

台湾：台湾電力公司公学変電所
建設コンサルティングインド：既設石炭火力発電

ユニット設備診断
コンサルティング

内蒙古風力IPP
【出力5万kW】
中国：赤峰市

新桃電力IPP
【出力60万kW】
台湾：新竹県

トゥクスパン2号、5号IPP
【出力49.5万kW×2】
メキシコ：べラクルス州

イリハンIPP
【出力120万kW】
フィリピン：パタンガス市

ベトナム：中小規模
水力発電事業の
推進に資する調査

サルーラ地熱IPP
【出力30万kW程度】
インドネシア：北スマトラ州

フーミー3号IPP
【出力74.4万kW】
ベトナム：バリア・ブンタウ省

ナマカル鶏糞発電IPP
【出力0.75万kW】
インド：タミルナド州

セノコ・エナジー社
【出力330万kW】
シンガポール

Section 6
財務セクション

Section 5
経営基盤

Section 4
原子力発電所の
安全・安心への取組み

Section 1
九州電力早わかり

Section 2
中期経営方針の策定

Section 3
電気料金の値上げ

page 03
九州電力 アニュアルレポート 2013


